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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、若者の電子メディアへのAddictionに関して調査した。特に若者
の間で普及しているLINEに注目した。得られた主な結果は次の通りである。LINEの機能の一つである既読表示に
関して、LINEを使って相手に返信を求めるメッセージを送ったとき、(1)すぐに既読状態になったが返信がない
場合と(2)未読状態のままで返信もない場合で、送信者にネガティブ感情が生じるまでの返信の待ち時間と、彼
らのLINEに関する依存の程度の関係を調べた。その結果、LINEに関する依存度の高い方がより短い待ち時間でネ
ガティブ感情を生じることがわかった。
　以上のような研究成果を論文誌等で発表した。

研究成果の概要（英文）：  This is a basic study to investigate Addiction to electronic media in 
young people. Especially, LINE which spread among young people was noticed. The main results 
obtained are as follows. Regarding the read display, which is one of the functions of LINE, we 
examined the relationship between the waiting time for a reply and the degree of their dependence on
 LINE when a message is sent to the other party via LINE. The message is (1) immediately read but 
there is no reply, and (2) unread and there is no reply. As a result, we found that the higher the 
dependence on LINE, the shorter the waiting time and the more negative the feeling.
  The above research results were published in the journal.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義は、スマートフォンで用いられる新しいコミュニケーションメディアと依存の関係を調査
し、分析し、まとめた点である。これまでもComputer-mediated communication (CMC) 研究においてインターネ
ット依存やネットゲーム中毒などの研究成果は積み重ねられてきた。本研究は、この分野の研究に新たな知見を
加えた。また、社会的な意義としては、情報教育の中で生かすことができる、若者のスマホ依存に関してコミュ
ニケーションの観点からの知見を提供した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 生まれながらにインターネット時代を生きている現代の若者（デジタルネイティブ）にとっ
て、電子メディアに関係する Addiction（中毒や依存）は非常に身近であり、誰もが中毒や依
存になる可能性はある。つまり、インターネット中毒や依存、ゲーム中毒（ネットゲームやソ
ーシャルゲーム中毒）、ケータイ（スマートフォン）依存や不安、ソーシャルネットワーキング
サービス（SNS）中毒や依存（つながりに対する不安）、などである。様々なコミュニケーシ
ョンツールや娯楽のアプリが利用できる今日のモバイル端末を用いた電子メディア学習環境を
構築する上で、Addiction への対応は必須である。しかし電子メディア学習環境に関する研究
において Addiction と結び付けて検討した研究はほとんどない。加えて、現在では過去の
Addiction 研究で言及されてきた行動が、現代の人々（特にデジタルネイティブの世代）に対
してもすべて深刻な問題行動にあたるとは言えなくなってきていると考えられる。 
本研究課題は、若手研究（B）「コミュニケーションの感情面を考慮した不登校児を対象とす

る学習環境の構築」（H24〜H27）の継続として研究計画最終年度前年度応募として申請された。 
本研究課題の代表者は不登校児のためのモバイル端末を用いた学習環境におけるコミュニケー
ションの特徴やメディア特性の影響、またコミュニケーションにおける感情面に関する研究を
進めてきた。その結果から、実践・応用研究と同様に基礎研究を進めることの重要性がわかっ
た。代表者が博士論文で不登校児のためのインターネットを用いた支援に関する研究を始めた
2000 年頃とは比較にならないほどインターネットが高速化し、若者にとっての主流の端末が
PC から携帯電話、スマートフォンへと変わり、それに伴い様々な環境で様々なコミュニケー
ションの方法が生まれ若者を中心に流行している。つまり、現代の不登校児にとっては、対面
でのコミュニケーションは苦手であっても、インターネットを用いたコミュニケーションは可
能である者や、オンラインで顔を知らない相手との SNS やネットゲームを通してコミュニケ
ーションを楽しんでいる者も存在すると思われる。不登校児を対象とした電子メディアコミュ
ニケーションを活用した学習環境を構築する上では、単に学習に特化して最適の環境を作るだ
けではなく、直接的ではないにしても彼らの生活面に配慮することも必要となる。なぜなら、
自宅をなかなか出られず、学校に来られない子ども達を対象とした学習環境の検討だからであ
る。以上のように若手研究（B）「コミュニケーションの感情面を考慮した不登校児を対象とす
る学習環境の構築」（H24〜H27）を実施する過程で明らかになった基礎研究の必要性をふまえて、
本研究課題は申請され、実施された。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、現在のモバイル端末主流の時代における若者の電子メディアの Addiction と

いうテーマに詳細に向き合う基礎研究である。具体的には、以下の 4 点を目的とする。 
(1)モバイル端末が身近にある若者の現状を調査した上で、モバイル端末の使い方や、環境、個
人特性との関係を電子メディアに関する Addiction の側面から明らかにする。 
(2)もっとも依存しやすいと考えられるのはネットゲームやコミュニケーションを主としたサ
ービスである。本研究では特にコミュニケーションサービスにおける使用者の感情的な側面を
詳細に調査・分析する。 
(3)上述の(1)、(2)の調査・分析や先行研究を基にして学習者の顕在的な Addiction への対応だ
けでなく潜在的な Addiction への対応や予防についても仮説を立て、検証し整理する。 
(4)さらに上述の(3) について配慮された、現代の携帯端末の利用形態に即した電子メディア学
習環境モデルに向けた考察をする。 
 なお、明らかになった知見に関しては研究期間を通して逐次国内外の学会で発表し、最終的
にはまとまった知見を国内の論文誌および国際ジャーナルで論文として成果報告を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は、若手研究（B）「コミュニケーションの感情面を考慮した不登校児を対象とす
る学習環境の構築」（H24〜H27）の継続として研究計画最終年度前年度応募として申請された。
したがって、初年度は継続課題の最終年度の研究計画を実施するとともに、電子メディアに関
する Addiction に関して、先行研究の知見を体系的にまとめる。その後、モバイル端末の使い
方、環境、個人特性などをふまえて現状を調査する。さらに、コミュニケーションサービスに
関する実験、調査を行う。これらの実験、調査から電子メディアに関する Addiction に関する
仮説を導き、仮説の検証のための実験を行い、電子メディア学習環境モデルの再構築に向けた
検討を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の主な研究成果を以下に示す。 
(1)テキストベースのコミュニケーションでは、絵文字や顔文字だけでなく、スタンプと呼ばれ
るグラフィカルシンボルも使用できるようになった。 テキストベースのコミュニケーションに
おけるスタンプの使用に焦点を当てた研究を実施した。日本の若年の LINE のスタンプ機能の使
用の要因を検討した。そして、その要因に対する性別とテキストメッセージングへの依存の影
響を分析した。先行研究で整理された 25のスタンプの特徴に関して、211 人の日本の大学生を
対象とした調査を行い、これらのスタンプの特徴における潜在的要因を検討した。その結果、



スタンプの 3つの潜在的な役割を明らかにした。3つの役割とは、「微妙なニュアンスと非言語
的な手がかりの容易な伝達」、「テキストメッセージの代わりになる豊富で多様な表現」、および
「対話のトピック、フロー、または論理的根拠の変更」である。これらの役割と性別およびテ
キストメッセージングへの依存との関係を分析した。 その結果、すべての役割において依存度
による有意な影響を示したが、性別の影響は「テキストメッセージの代わりになる豊富で多目
的な表現」にのみに見られた。この結果は、「５．主な発表論文等」の雑誌論文の①等で報告し
た。 
(2)モバイルデバイスを介したテキストメッセージングでは、多くのユーザーが迅速にメッセー
ジを交換することにプレッシャーを感じている。さらに既読通知機能（受信者がメッセージを
読んだかどうかを送信者に通知する機能）によって、よりスピードが求められるようになった。
本研究は LINE のテキストメッセージの返信をどれくらい待つことができるかについて検討し
た。具体的には、否定的な感情が発生するまでの待ち時間と LINE 依存との関係、および LINE
の既読未読状態との関係について分析した。日本の大学生 317 名を対象に、返事を待っている
間に否定的な感情が表れるまでの時間を調査した。送信したメッセージの既読が通知されても
返信がない場合は、否定的な感情がより早く発生することが明らかになった。また、より高い
依存傾向を示す人が低い依存傾向を示す人よりも短い時間で強い否定的な感情を生み出すこと
を明らかにした。この結果は、「５．主な発表論文等」の雑誌論文の③等で報告した。 
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